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１．アルミニウム系外装材の変遷
メタルカーテンウォール等に使用されるア

ルミニウムに対しては、様々な表面処理が施
されて多彩な意匠が提供できるようになって
きています。

アルミニウムの表面は、自然酸化皮膜で
保護されていますが、この皮膜は非常に薄く、
湿気、酸・アルカリの環境下では化学反応を
起こし腐食を進行させてしまいます。自然酸
化皮膜のみでは耐食性が十分でないばかり
か表面硬度も低いので、耐食性や硬度を満
足さるために､人工的な皮膜生成のための表
面処理が必要となってきます｡
１．１　陽極酸化皮膜

（硫酸陽極酸化皮膜『通称：硫酸アルマイト』）
陽極酸化処理とは、アルミニウムを陽極と

して電気化学的な方法で人工的に酸化皮膜
を生成させるものです。この皮膜硬度（ビッ
カース硬さ）は、Ｈｖ１５０～２００となり、生成
した陽極酸化皮膜（アルマイト）はガラスのよ
うに透明であるので、各種着色が可能です。
図・１にこのモデル図を示しますが、長年、
大気に触れていると、長期的には写真・１の
ような点食や孔食を生じます。
１．２　陽極酸化複合皮膜

陽極酸化皮膜だけでは、点食や孔食が避
けられないので、硫酸電解液での陽極酸化
皮膜処理後、水溶性アクリル樹脂等を含有
させた浴の中で電気泳動により陽極酸化皮
膜上へアクリル樹脂等を付着させ大気と絶縁
する手法が陽極酸化複合皮膜です。図・２に
このモデル図を示します。昨今では、高架僑
アクリル樹脂を採用することで、耐候性を向

上させてはいますが、ふっ素樹脂の塗膜性
能には及びません。
１．３　アルミニウム基材の処理方法について

上述の複合皮膜化とともに、アルミニウム
基材の処理方法も開発されていきました。

アルミニウムは押出し成形されるので、そ
の時に写真・２Ａのようにダイスマークと呼ば
れる筋目がついてしまいます。これを『味』
と取られる設計者もおられますが、「ダイス
マークを消したい。」という要望が強く、写真・
２Ｂの『マット処理』を開発し、多くの案件に
採用され、今日に至っています。これらは一
般的に『マット調アルマイト（マットシルバー）』
と通称され、広く採用され続けています。写
真・３～４にその代表的な外装アルミカーテ
ンウォールのアップの例を示します。

このマット処理とは、特殊薬液でアルミニ
ウム表面を溶解させダイスマークを除去し梨
地模様に仕上げる方法です。表面の状態と
しては、無方向性のつや消し面となり、ガラ
スビーズをちりばめたような輝きを示します。
浸漬時間はおよそ４～５分で、この表面に硫
酸アルマイトあるいは有機酸アルマイトを生
成させて安定化を図るものです。

ただし、せっかく梨地模様に仕上げても、
陽極酸化皮膜では点食や孔食を生じやすく、
陽極酸化複合皮膜としてもふっ素樹脂の塗膜
性能には及びません。

設計者が好まれる梨地模様を再現できて
も、経年劣化で変質してしまっては、当初の
イメージの意匠性からはかけ離れてしまう問
題がありました。

２．一般粉体塗装系仕上技術の適用
カイナー500系が登場して以来、その塗膜

の長期安定性から、アルミ基材を塗膜で隠ぺ
いする仕様が広範に採用されるようになりま
したが、『 マット調アルマイト（マットシル
バー）』のアルミニウムの金属感を好まれる施
主先あるいは設計者が少なからずおられ、現
在でも根強い人気の表面仕上げの一つです。

ただ、点食や孔食を発生させては意味が
ないので、この仕上がり感を維持した安定性
の高い表面仕上げ手法の開発が望まれてき
ました。
『マット調アルマイト（マットシルバー）』を、

カイナー500系の溶剤系塗料等による塗装
で表現する場合は、アルミ粉を用いたメタリッ
ク顔料を使うことで近似の質感は出せます
が、正面、あるいは角度を変えてみると、黒
目の仕上がりとなりがちでした。

一方、マイカを使うと、メタリック顔料より
ソフトな色調が得られますが、クリア塗料に
マイカを添加しての塗装となるのでムラが出

やすくなっていました。また、工程数が増え
るため、コストもかなり高価なものとなって
しまいました。

今回提案する『MATT SILVER』（写真5）
は、アルミ粉、マイカを併用し、ＡＧＣ㈱が
保有するふっ素樹脂『ルミフロン®』を用いた
ふっ素／ポリエステル複合樹脂粉体塗料とす
ることで、カイナー500系の溶剤塗料に見ら
れた、①黒目の仕上がり、②ムラの発生といっ
た欠点を防ぎ、かつ、塗膜性能の向上にも
つながりました。

現在は、大日本塗料㈱が、『パウダーフロ
ン SELA』、関西ペイント㈱が、『エバクラッ
ド 9200』という商品名で上梓しています。

工場塗装が可能な会社は、㈱マルシン、
筒井工業㈱、㈱日本電気化学工業所、宮越

工芸㈱の４社ありますので、ほぼ全国対応が
可能だと思います。

なお、意匠的には写真・6 ～７に示すよう
になっており、『マット調アルマイト（マットシ
ルバー）』特有の落ち着いた雰囲気の外観に
極めて近似しています。

また、粉体塗装ですので、メタリックであ
りながら、１コート1ベークで製造できるので、
コスト的にもリーズナブルな仕様となってい
ます。

メタリックのふっ素／ポリエステル複合樹
脂粉体塗料も日本で製造できるようになり、
これまでのアルミ基材の弱点を補う焼付塗装
が出現したことで、意匠的な選択の幅を広げ
ることができたと思料します。
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